
文字を読むことが困難な子どもに
対して必要な支援を提供する
特別支援教育コース 准教授 細川 美由紀
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文部科学省科学研究費補助金を
受けて行われています！

「ペンでタッチすると読める音声付教科書」を
開発・製作している茨城大学工学部の藤芳
研究室との共同研究として、国から補助金を
受けて研究を行っています。

（科学研究費補助金基盤研究A：研究代表者 藤芳明生
／研究分担者 橋本貴充・原田浩司・山口 雄仁 ・駒田 
智彦 ・細川美由紀）

通常学級の先生が
担任する児童に対し、
読みの困難を早期
に発見し、その困難
の背景に応じた支
援を無理なく提供で
きるようなシステム
をつくっていきます。
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て
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読み困難児における音声付教科書の
活用効果について研究しています

ペンでタッチすると読める音声付教科書（https://www.mext.go.jp/content/20200925-mxt_kyokasyo01-000010135_007.pdf）

全10回の指導中、9回において音声付
教科書を使用しないで音読練習を行っ
た直後（グラフの青線）に比べ、音声付
教科書を使用して音読練習をした直後
（グラフの赤線）の音読において、間違
えて読む割合が低くなりました（山田・細川・藤

芳・原田, 2024を一部引用）。

読み困難児支援の研究における
今後の展望

https://www.mext.go.jp/content/20200925-mxt_kyokasyo01-000010135_007.pdf
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